
NHK スペシャル（2014 年 12 月 28 日放映）

「子どもの未来を救え」～貧困の連鎖を断ち切るために～を見て

　いつも、「カレーの会」「四ツ谷おにぎり仲間」の活動にご理解・ご協力頂きまして、誠に有難

うございます。

　今回の献米便り「クム 2 月号」は、路上生活者への直接の支援とは異なりますが、その延長線

上にある生活困窮者、特に子どもや女性への支援の話をしたいと思います。

　この日本で 6 人に 1 人の子どもが貧困状態にあることを皆様はご存知でしょうか？　私も最初

にその話を聞いたとき、とても驚きました。

　国が発表している資料によると、「子どもの相対的貧困率」は年々悪化し、現在は 16.3％となっ

ています。およそ 300 万人、つまり子ども 6 人に 1 人が “ 貧困ライン ” で暮らしています。特に

ひとり親世帯の貧困は深刻で、約 8 割の家庭が貧困状態にあります。

　2014 年 8 月に政府は、「子ども貧困対策に関する体網」を閣議決定し、関連法の整備に乗り出

すなど、国をあげた課題としています。

　表題の番組では冒頭にそういった家庭の現状が紹介されていました。

　例えば、母子家庭（母親と小学校低学年から中学生まで 4 人の子どもがいる家庭）で食べる物

を買うお金もないため、夕食がお茶漬け 1 杯だけという家庭が紹介されていました。

　もっとたくさん食べたいと思っても、お米を買うお金もないため食べられません。成長期で、

一番栄養が必要な時にこれでは健康状態が心配です。

　ここまで困窮している家庭では、子どもに必要な投資は全くできません。塾に通う事も、部活

動も、同級生と遊ぶこともできません。友達とファーストフード店に立ち寄る事や漫画・ゲーム

で楽しむお金もないからです。そうなるとだんだん意欲が失われ、学校にも行けなくなり、不登

校になってしまいます。不登校になると基礎学力がつかないので、学齢期を過ぎた後、安定した

収入がある仕事に就くのが難しくなります。親も生活していくのに手いっぱいでなかなか子ども

の世話まで手が回りません。

　そのような中で失業するなどアクシデントに遭った場合、貧困家庭出身者は家族や社会の援助

がなかなか得られません。たとえ助けてくれる場所や制度があっても、そこに行きつくための情

報を探すことも難しいのです。そうなると生活困窮に陥ってしまい、最悪の場合、路上生活になっ

てしまう場合もありえます。実際、私がおにぎりの訪問活動で出会った当事者の方から「子ども

の頃貧しくて満足に食べる事も出来なかった」と聞いたことがありました。番組で見た子供たち

が将来路上生活の当事者になってしまうかもしれないのです。
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早いもので、カレーの会に参加させていただくようになって、5年半が経ち
ました。お陰様で、お顔見知りも増え、「おはよう。」「美味しかったよ。」

「またね。」と声をかけていただいたり、一緒にテーブルを拭いたり、椅子やゴミの後片付け

をしたり、世間話も、時にさせていただくようになりました。 
「怖くない？」 
「カレーをだして、一体、何の解決になるの？」 

といった疑問を よくいただきます。私も、最初は、答えられずにいましたが、一緒に働いた

り、時を共有すれば、その人、その人の答えがでるかもしれません。

私自身、週に 1度、ほんの 2，3時間だけですが、その時を共に過ごすことで、変わるもの
がありました。 家の有無に、思っているほど、大きな線引きがあるわけでなく、今、家があ

る方は、たまたま、仕事や家庭に 恵まれていたからで、反対に、家のない方は、たまたま、

家族の縁に薄かったり、時代に合わなかったり、体を壊したり、頼れる人がいなかったり。そ

の差は、たまたまであり、努力云々だけではないように感じています。 
また、仕事を紹介したり、自立に向けての支援活動に力を入れるべきでは、と悩んだ時期もあ

りました。（生活相談は、ここでもされています。）が、実際に、中で働くようになり。 
「普段、厳しい視線にさらされているけど、ここでは、身の危険を感じることもなく、

雨風をしのげる部屋で、椅子に座って、温かいカレーを食べて、ＢＧＭをききながら、

珈琲まで、飲める。そして、こうして、顔なじみまでいるんだよ。これは、すごく、

嬉しいことで、感謝してるよ。」

と、いわれ、食べ物を提供しているだけはなかったことを知りました。その後、この言葉は、

私の指針ともなっています。また、続けることの大切さもこの言葉で教えてもらいました。 
顔なじみが、大きな安心につながるというのは、時が心の距離を縮めてくれるというとなので

しょう。 
私にとっても、顔なじみとなった仲間と過ごす、大変、貴重なひと時。これからも、続けら

れたら、と願いながら、今、ここに参加させていただいていることに、感謝し、月曜日を過ご

させていただいています。

カレーの会 上村裕子
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　子ども達を将来生活困窮に陥らせないために、私たちは何ができるのか深く考えさせられまし

た。

　また、番組では、支援活動をしているグループが紹介されていました。食糧を集めて、それを

分配し必要な家庭に配っている団体の他、同じ状況にある母親たちを集めてお互いに悩みを分か

ち合う場所を作っている団体もありました。悩みを分かち合う事で互いに支え合うことができ、

母親の心にもゆとりが生まれます。そうやって母親に笑顔が戻る事で子どもにも良い影響が出て

いるようです。

　「四ツ谷おにぎり仲間」の活動は路上生活者の方と共に歩む事です。でも、いずれは路上生活

者支援の延長線上にある「生活困窮者」を間接的に支援する事ができたら、と願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四ツ谷おにぎり仲間　高橋早苗）

　　　
1 月の献米結果報告

・お米 ……307.2㎏（うち山友会様より 210㎏、関口教会様より 50㎏）　　　

・お米券……16 枚　　　　・ラップ……３本　

・海苔………160 枚　　　  ・献金……19,000 円

・梅干し……１パック　　 ・干瓢

３月の献米日（日程にご注意ください！）

２月28日（土）　17：45 ～ 18：00

３月1日   （日）　  8：20 ～ 10：30　までです。　　よろしくお願いいたします！

◎　集めているものは、お米（玄米はご遠慮ください）、お米券、梅干し、海苔のほかに、

　　〈カレーの会で集めている品物〉……カレーを食べるときに使う使い捨てスプーン、

　　　　　　　　　　　インスタントコーヒー、コーヒーに使用する砂糖、クリーマー

　　〈四ツ谷おにぎり仲間で集めている品物〉……おにぎりを包むラップ（不足しています！）
◎　毎週土曜日、14：00 ～ 17：00 まで、テレジアホールのパントリー１でも、四ッ谷

　　おにぎり仲間が献米を受け付けております。

四ッ谷おにぎり仲間  報告（１月）

1 月の土曜日（第４週まで）のおにぎり配布個数は、総計 564 個でした。

ご協力ありがとうございました。

カレーの会  報告（１月）

カレーを召しあがった方 740 名、シャワー 24 名　　ご協力ありがとうございました。

ありがとうございました！

　　　


